
 

● 『散歩の醍醐味』 尽きない冒険⑤･･･大空を吹きわたりたい ● 

 自宅から、水富小学校、水富神社、ＪＡ入間野水富支店付近まで車で行き、そこから散歩を開始し

た。入間川が浸食した西側丘陵の麓と思われる。出発（根岸 2 丁目）して国道 407 をくぐると笹井

2 丁目となる。丘陵に沿って、密集した住宅街を行くと、急に視界が広がり、「宗源寺狭山霊園」と

いう非常に壮大な墓地に着いた。お墓を見るといつも思うのだが、なぜ狭い地下コンクリートの部屋

に閉じ込められるのだろうか。「千の風になって」の歌にあるように、死んだ後の魂も、大自然と対

話しながら、大空を飛び回っていたいと思う心情は、現世に生きる者の希望であろう。この歌がトリ

ガーとなり、これからは、暗いイメージの死やお墓のありようが、明るくなるような気がする。いや、

それが既に始まって、加速しているように思える。 

つぶやきながら、丘陵の麓の小道を進んで（笹井 2 丁目 40 番）行くと、右側に「不動様入り口」

と書かれた看板が目に付いた。丘陵を登った中程に、笹井滝不動明王が祀られていた。説明板によれ 

ば、不動明王は、修験者の修行場によく見られ、諸山を修行

中の修験者がここを通りかかったとき、滝の水音を聞いて、

滝に打たれて修行したそうである。麓の小道に戻り、少し進

むと、Ｔ字路に出た。右の坂を登ると笹井小学校、左は笹井

白鬚神社の信号十字路である。信号を右折すると笹井 3 丁目

である。ここから先は次回の楽しみとしよう。（松本功さん） 
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３日は第９回定期総会…12時半受付開始 
いよいよ総会が近づいてきました。市民交流センター１Fコミュニティーホールです。受付は 

12時半より開始、13時には総会が始まります。出席を申し込んでない方も大

歓迎です。どうぞ奮ってご参加ください。会場入り口の地区ごとの名簿でチェ

ックを受け、ご自分の名札を取って地区名の書いてある座席にお座りくださ

い。心ばかりの飲み物とお菓子等も準備してあります。総会後は所沢マンドリ

ンクラブの軽快な演奏と、同窓会20年を振り返るパワーポイント視聴があり

ます。久しぶりのお仲間とおしゃべりし、楽しいひと時をお過ごしください。 

あなたは120歳まで生きられる？＋子供の貧困 
いきがい学科の会主催の講演会が、７月12日（火）13：45～16：30、市民交流センター1Fコミュ

ニティホールで行われます。どなたでも入場できますが、コロナ対応のため参加ご希望の方は代表荒井

さんまでお名前、連絡先電話番号をお知らせください。準備の都合上締め切りは７月１日です。 

荒井茂夫さん （☎ 04-2954-1083 メール：ara1947@p1.s-cat.ne.jp） 

1部：「子どもの貧困について考える」…地域の大人たちが、こども食堂を通じてできる支援

について （狭山市こども食堂連絡会代表幹事 矢馳一郎） 

2部：「人は120歳まで生きられる」…自らの健康維持は大きな社会貢献。持続可能なフレイ

ル予防と身近な知識（薬学博士 長谷川秀夫）※フレイル＝加齢により心身の活動が低下した状態。 

mailto:ara1947@p1.s-cat.ne.jp


８つのグループ活動 
あなたはどれに興味がありますか？ 

埼玉の古城址  江戸東京再発見＆近郊探訪 

新編武蔵風土記稿を訪ねて  博物館へ行こう 

「義高と大姫」の世界  歴史へ・ブラ散歩  

太平記を学ぶ  武蔵国伝統芸能‣武術‣祭り探訪 

 

 

同窓会発足と同時にスタートした歴

史クラブ。会員６８名の大所帯です。「共

助・共学・共楽」を目標に、20年近く活

動を続けています。毎月開催の定例会及

びテーマ発表、８つのグループ活動、外 

部講師を招いての特別講座等で学びを深めるほか、年２回の定例見学会を行います。昨年度はコ

ロナ禍で定例見学会が中止になりましたが、会員の勉学への意欲は衰えず、感染対策をしてでき

る活動を続けています。 

 定例会の他、月に１回は各グループ主体の活動が行われ、見学や講演会などが催されます。複 

数のグループに入る会員もおられ、新規グループも常時申請受け付けし

ています。毎月発行の「クラブ通信」や「グループ活動短信」で、会員

相互の交流の活性化をめざします。 

 和光会長は「コロナ禍の中で活動の停滞を心配したが、新しいグルー

プが生まれ、且つ『個人発表』『脳トレ』等の新しい動きも加わり、『コ 

ロナ禍、何するものぞ』と意気高い歴史クラブは捨て

たものではないぞと感じました」と話しています。 

 一緒に活動したい方、興味のある方は和光会長まで

ご連絡ください。   （☎ 090-5815‐6135） 

興味・関心はあっても、一人ではなかなか出かけたり、勉強

したりできないけれど、スタッフ中心に計画を立てていた

だき、楽しく参加させていただいています。出かける時の道

中が楽しく、皆さんと親しくなれて嬉しいです。 

迎賓館など、クラブに入らなければ行けない初

めての場所が多く、興味深く楽しかった。 

初めて「鉢形城址」に参加。電車の中でも話し

かけていただき、心が落着きました。これから

も時間の許す限り参加したいと思います。 

歴史に詳しい方がたくさんいて驚きました。グ

ループでの探訪等、新知識が得られ、何よりも

友達がたくさん出来たことが大きな収穫です。 

関東の地理、歴史等には詳しくありませんでしたが、クラブ

に入りかなり理解できるようになりました。行事終了後のご

苦労さん会が非常に楽しく、たくさんの仲間ができました。 

沢山の知識をお持ちの方が多く、話を聞くだけでも楽しい。 

毎月発行のクラブ通信 

今回の発表は「隅田川の橋と渡し 水門巡り」 

第１７２回定例会には５０人以上が参加 


